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広域連合議会の様子

委員会の様子（総務民生委員会）

　　

平
成
29
年
松
本
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例

会
が
、
去
る
２
月
14
日
に
松
本
広
域
連
合
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か

ら
議
案
５
件
が
上
程
さ
れ
、
常
任
委
員
会
審

査
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　　

今
期
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
平
成
29
年
度

予
算
に
は
、
常
備
消
防
力
の
整
備
を
推
進
す

る
た
め
、
化
学
消
防
自
動
車
や
高
規
格
救
急

自
動
車
な
ど
を
含
む
消
防
車
両
６
台
の
更
新

や
、
女
性
消
防
職
員
の
職
場
環
境
の
充
実
を

目
的
と
し
た
、
女
性
専
用
施
設
整
備
の
費
用

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳入

歳出

歳入

歳出

予算総額
４,409,500

（千円）

分担金及び負担金
4,122,200千円
（93.5％）

議会費
2,600千円
（０．１％）
総務費
73,460千円
（1.7％）
民生費
103,970千円
（2.3％）

使用料及び手数料
4,660千円（０．１％）

諸収入
56,420千円（1.3％）

繰越金
109,900千円（2.5％）

広域連合債
64,000千円（1.4％）

繰入金
50,000千円（1.1％）

消防費
4,002,150千円
（90.8％）

予備費
27,340千円（0.6％）

公債費
199,980千円（4.5％）

予算総額
17,44０
（千円）

財産収入
１0,800千円
（61.9％）

広域的観光事業
11,230千円
（64.3％）

繰越金
6,640千円
（38.1％）

広域活動事務費
1,080千円
（6.2％）

予備費
1,710千円（9.8％）

広域的地場産業振興事業
2,330千円（13.4％）

広域的健康づくり・
スポーツ振興事業
360千円（2.1％）

広域的文化事業
730千円（4.2％）

広

域
活 動 事 業

費

財産収入
2,320千円（0.1％）

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

●
平
成
29
年
度
松
本
広
域
連
合

　

当
初
予
算
の
概
要

一般会計当初予算松本地域
ふるさと基金事業
特別会計当初予算

平
成
29
年
松
本
広
域
連
合
議
会

2
月
定
例
会

　　

平
成
28
年
松
本
広
域
連
合
議
会
11
月
定
例

会
が
、
昨
年
11
月
22
日
に
松
本
広
域
連
合
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例

会
で
は
、
菅

谷
広
域
連
合

長
か
ら
議
案

３
件
が
上
程

さ
れ
、
常
任

委
員
会
審
査

の
後
、
本
会

議
に
お
い
て

い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可

決
・
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
松
本
広
域
連
合
議
会

11
月
定
例
会

提出案件

●議案第１号
　松本広域連合職員の退職管
理に関する条例

●議案第２号
　平成28年度松本広域連合一
般会計補正予算（第２号）

●議案第３号
　平成28年度松本広域連合松
本地域ふるさと基金事業特
別会計補正予算（第１号）

●議案第4号
　平成29年度松本広域連合
一般会計予算

●議案第５号
　平成29年度松本広域連合
松本地域ふるさと基金事業
特別会計予算

提出案件

●議案第１号
　松本広域連合一般職の職員の給与に関す
る条例及び松本広域連合職員の特殊勤務
手当に関する条例の一部を改正する条例

●議案第２号
　松本広域連合火災予防条例の一部を
改正する条例

●議案第３号
　平成27年度松本広域連合歳入歳出決
算の認定について
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松
本
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
事
業

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

「
松
本
地
域
の
観
光
変
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

松
本
広
域
連
合
で
は
、「
点
か
ら
線
へ
、

線
か
ら
面
へ
」
新
た
な
広
域
観
光
地
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
松

本
地
域
の
観
光
変
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
始

動
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

携
帯
端
末
の
位
置
情
報
か
ら
得
ら
れ
る

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た「
観
光
動
態

調
査
」と
、観
光
客
と
地
域
住
民
の
観
光
資

源
、食
資
源
に
お
け
る
認
知
度
や
興
味
度

の
差
異（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）を
明
ら
か
に
す
る「
観

光
意
向
調
査
」の
両
調
査
結
果
を
使
用
し
、

魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
発
掘
及
び
効
果
的

な
情
報
発
信
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。な

お
こ
の
事
業
は
、長
野
県「
地
域
発
元
気
づ

く
り
支
援
金
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

【
本
年
度
の
取
り
組
み
】

●
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ（
地

域
の
産
学
官

民
で
構
成
）と

松
本
大
学
観

光
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
学
科

ゼ
ミ
生
と
連
携
し
た「
広
域
観
光
周
遊
プ

ラ
ン
」の
作
成　

●
周
遊
促
進
を
目
的
と
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク（
松
本
エ
リ
ア
じ
ゃ
ら
ん
）の
作
成

●
県
外（
関

西
、中
京
、

都
圏
等
）

で
の
松
本

地
域
誘

客
促
進
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン

ト
の
実
施　

　【
事
業
推
進
体
制
】

　

こ
の
事
業
は
、松
本
地
域
８
市
村
及
び

長
野
県（
松
本
地
方
事
務
所
）と
の
協
働

並
び
に
各
関
係
団
体
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
を
超
え
た
事
業
展
開
も
想

定
で
き
る
こ
と
か
ら
、他
の
広
域
エ
リ
ア
と

の
連
携
も
視
野
に
す
す
め
ま
す
。

歳入合計
24,060
（千円）

財産収入
11,457千円
（47.62％）

ふるさと基金事業費
17,931千円
（１００％）

繰越金
7,603千円
（31.60％）

県支出金
5,000千円
（20.78％）

歳出合計
4,095,154

（千円）

消防費
3,713,452千円
（90.68％）

使用料及び手数料
5,321千円
（0.13％）

広域連合債
27,100千円
（0.64％）財産収入

4,397千円（0.09％）
寄付金
100千円
（0.01％）

繰越金
109,525千円
（2.60％）

繰入金
10,000千円
（0.24％）

諸収入
45,227千円
（1.08％）

公債費
208,846千円
（5.10％）

議会費
2,090千円
（0.05％）
総務費
66,262千円
（1.62％）

民生費
104,504千円
（2.55％）

分担金及び負担金
4,006,856千円
（95.21％）

歳入合計
4,208,526

（千円）

歳出合計
17,931
（千円）

松本地域
ふるさと基金事業
特別会計

一般会計

　

平
成
27
年
度
の
松
本
広
域
連
合一般
会
計
の
決

算
は
、歳
入
が
42
億
８
５
２
万
５
，８
２
６
円（
前

年
度
対
比
１
・
97
％
減
）
、歳
出
が
40
億
９
，

５
１
５
万
３
，９
３
６
円（
前
年
度
対
比
２・
12
％

減
）、歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支

は
１
億
１
，３
３
７
万
１
，８
９
０
円
で
、翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、実
質

収
支
は
形
式
収
支
と
同
額
の
１
億
１
，３
３
７
万

１
，８
９
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、関
係
市
村
か
ら
の
負
担

金「
分
担
金
及
び
負
担
金
」が
40
億
６
８
５
万
６
，

４
６
４
円
で
全
体
の
95・21
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、「
消
防
費
」が
37
億
１
，３
４
５
万
２
，

５
９
２
円
で
、全
体
の
90・68
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

常
備
消
防
力
の
強
化
と
し
て
、庄
内
出
張
所
出

動
表
示
板
の
設
置
、消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
及
び
指

揮
広
報
車
の
更
新
、塩
尻
消
防
署
の
敷
地
舗
装
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

松
本
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
の

決
算
は
、歳
入
が
２
，４
０
６
万
３
７
０
円（
前
年

度
対
比
４
・
51
％
増
）、歳
出
が
１
，７
９
３
万

６
９
５
円（
前
年
度
対
比
16・29
％
増
）で
、歳
入
か

ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、

６
１
２
万
９
，６
７
５
円
、実
質
収
支
も
同
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
補
助
金
で
あ
る
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援

金
を
受
け
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」を
活
用
し
た「
観

光
動
態
調
査
」並
び
に「
観
光
意
向
調
査
」の
調

査
結
果
に
よ
り
新
た
な
観
光
地
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
松
本
地
域
の
観
光

変
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
始
動
し
ま
し
た
。

●
平
成
27
年
度
松
本
広
域
連
合 

歳
入
歳
出
決
算
の
状
況

周遊促進ガイドブック松本山雅ＦＣアウェイ戦でのＰＲ
（西京極スタジアム　京都サンガＦ.Ｃ.戦）

学生による広域観光周遊プラン
の調査
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松
本
市
制
施
行
１
１
０
周
年
記
念
事
業

「
第
57
回
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
松
本
大
会
」の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
押
し
花
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」を
開
催
中
で
す
。応
募
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
。皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

　

（
４
月
中
旬
発
表
予
定
）

　

筑
北
村
で
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
企
画

で「
ち
く
ほ
く
朝
さ
ん
ぽ
」を
月
に
１
～
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。３
～
４
㎞
の
コ
ー
ス
で
、

い
つ
も
違
う
道
を
歩
き
ま
す
。朝
さ
ん
ぽ
で
大

事
に
し
て
い
る
こ
と
は
、普
段
、車
な
ど
で
通

り
過
ぎ
る
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
、地
域
の
魅

力
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。四
季
折
々
の
風
景

や
、地
元
の
人
の
温
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
、筑
北
村
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

開
催
日
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
筑
北
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
観
光
情
報
な
ど
で
配
信
し
て
い

ま
す
。

「
ほ
く
ほ
く
、
ち
く
ほ
く
。
筑
北
村
お
で
か

け
ガ
イ
ド
」(http://chikuhoku.jp/

）

【
問
い
合
わ
せ
】
筑
北
村　

総
務
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

66

−

２
1
1
1

市
村
情
報

市
村
情
報

　

生
坂
村
で
は
、４
月
か
ら
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
お
い
て
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
が
可

能
で
す
。ゆ
る
や
か
な
起
伏
で
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
に
は
絶
好
の
地
形
、北
ア
ル
プ
ス
を
望
む

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

ご
家
族
や
ご
友
人
を
お
誘
い
の
う
え
、お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】

　

「
タ
ン
デ
ム
フ
ラ
イ
ト
コ
ー
ス
」

　
　

大
人
・
子
供
共
通　

１
名
９
，
０
０
０
円

　

「
一
人
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」

　
　

大
人
・
子
供
共
通　

１
名
６
，
０
０
０
円

【
参
加
資
格
】

　

小
学
校
４
年
生
以
上
の
健
康
な
方

【
服
装
】
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
走
り
や
す
い
靴

【
問
い
合
わ
せ
】
生
坂
村　

振
興
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

69

−

3
1
1
1

【
応
募
方
法
】

　

郵
便
は
が
き
又
は
私
製
は
が
き
の
裏
面
に
、

「
手
作
り
の
押
し
花
」
と
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

添
え
て
、上
か
ら
和
紙
や
透
明
の
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
保
護
し
、あ
て
名
面
に
次
の
応
募
先
と

応
募
者
の
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
し
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】

　

〒
３
９
０

−

８
７
９
９

　

松
本
市
中
央
２

−

７

−

５

　

松
本
郵
便
局
私
書
箱
24
号

　

「
第
57
回
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
松
本
大
会

　

押
し
花
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

【
作
品
の
展
示
と
表
彰
式
】

　

第
57
回
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
松
本
大
会

　
　

期
日
：
平
成
29
年
６
月
17
日
㈯

　
　

会
場
：
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館

　
　

展
示
：
２
階
シ
ア
タ
ー
パ
ー
ク

　
　

表
彰
：
同
日
の
大
会
式
典
で
上
位
者
３
賞

　
　
　
　
　

の
み
表
彰

　
　
　
　
　

（
賞
は
花
い
っ
ぱ
い
大
賞
ほ
か

　
　
　
　
　
　

計
１
７
７
点
）

　
　

そ
の
他
：
受
賞
者
に
は
賞
状
、

　
　
　
　
　
　

記
念
品
を
贈
呈

【
問
い
合
わ
せ
】

　

第
57
回
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
松
本
大
会

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

（
松
本
市
公
園
緑
地
課
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

34

−

３
２
５
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
３

−

34

−

３
２
９
９

「
押
し
花
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」開
催
中

～
花
い
っ
ぱ
い
運
動
発
祥
の
地

　

 

松
本
市
で
７
年
振
り
に
復
活
開
催
～

（
松
本
市
）

「
ち
く
ほ
く
朝
さ
ん
ぽ
」を

開
催
し
て
い
ま
す

�

（
筑
北
村
）

生
坂
村
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験

�

（
生
坂
村
）

第１５回花いっぱい大賞の作品

朝さんぽの様子

パラグライダー体験
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信
州
ま
つ
も
と
空
港

信
州
ま
つ
も
と
空
港

〜
北
海
道
・
九
州
・
大
阪
へ
は

信
州
ま
つ
も
と
空
港
が
便
利
で
す
〜

　

定
期
便
及
び
季
節
運
航
便
の
運

航
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

　

３
月
26
日
（
日
）
か
ら
運
航
ダ

イ
ヤ
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

福
岡
線
は
引
き
続
き
１
日
２
往
復

運
航
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
29
年
３
月
26
日（
日
）か
ら

�

10
月
28
日（
土
）

▼
福
岡
線

松
本
空
港
発
→
福
岡
空
港
着

14
時
30
分
→
16
時
10
分

16
時
30
分
→
18
時
10
分

福
岡
空
港
発
→
松
本
空
港
着

10
時
05
分
→
11
時
35
分

12
時
30
分
→
14
時
00
分

▼
札
幌
線

松
本
空
港
発
→
新
千
歳
空
港
着

12
時
00
分
→
13
時
30
分

新
千
歳
空
港
発
→
松
本
空
港
着

14
時
20
分
→
15
時
55
分

【
問
い
合
わ
せ
】

　

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

�

（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
５
７
０

−

55

−

０
４
８
９

　

営
業
時
間

　
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
年
中
無
休
）　

　

※
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は

�

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
４

−

３
５
４

−

５
５
７
９

【
大
阪
線
夏
季
運
航
】

　

本
年
度
も
８
月
限
定
で
季
節
運

航
便
松
本

⇔

大
阪
（
伊
丹
）
を
運

航
い
た
し
ま
す
。

▼
大
阪
線

松
本
空
港
発
→
大
阪
国
際
空
港（
伊
丹
）着

10
時
10
分
→
11
時
00
分

大
阪
国
際
空
港（
伊
丹
）発
→
松
本
空
港
着

８
時
40
分
→
９
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】

　

日
本
航
空（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
０

−

０
２
５

−
０
７
１

　

営
業
時
間

　
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
年
中
無
休
）　

　

※
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は

�

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
２
０

−

７
４
７

−

６
０
６

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
ま
で
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
松

本
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
Ｊ
Ｒ
松
本
駅

前
）
か
ら
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
ま
た
は
路
線
バ
ス
「
空
港
・
朝
日

線
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
信
州
ま

つ
も
と
空
港
を
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

信
州
ま
つ
も
と
空
港
地
元
利
用
促
進

協
議
会
事
務
局

　

 

（
松
本
市
観
光
温
泉
課
）

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
２
６
３

−

34

−

８
３
０
７

�

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
２
６
３

−

34

−

３
０
４
９

奈 

川（
な
が
わ
）

　

松
本
市
の
西
部
に
位
置
す
る
「
奈
川
地
区
」
は
、

四
方
を
２
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
と
５
つ
の
峠
に
囲

ま
れ
た
渓
谷
に
あ
り
、
山
菜
や
き
の
こ
、
そ
ば
な

ど
の
山
の
味
覚
、
山
野
草
や
紅
葉
、
樹
氷
な
ど
の

美
し
い
自
然
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
上
高

地
・
乗
鞍
・
木
曽
な
ど
信
州
を
代
表
す
る
自
然
豊

か
な
観
光
地
に
隣
接
し
て
お
り
、
絶
好
の
宿
泊
拠

点
で
す
。
さ
ら
に
足
を
伸
ば
せ
ば
、
飛
騨
高
山
・

安
曇
野
方
面
へ
と
旅
の
プ
ラ
ン
は
広
が
り
ま
す
。

　

地
区
内
に
あ
る
14
軒
の
宿
に
は
、
春
は
山
菜
採

り
、
夏
は
釣
り
や
自
然
散
策
、
秋
に
は
き
の
こ
、

冬
に
は
ス
キ
ー
と
、
四
季
折
々
の
楽
し
み
を
求
め

て
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が
宿
泊
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

７
軒
の
そ
ば
店
に
は
、
奈
川
名
物
「
と
う
じ
そ

ば
」
や
、
そ
ば
通
の
間
で
幻
の
そ
ば
と
呼
ば
れ
る

品
種
、
「
奈
川
在ざ

い
ら
い来
」
を
使
用
し
て
打
っ
た
そ
ば

を
求
め
て
、
何
度
も
足
を
運
ぶ
お
客
様
の
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

か
つ
て
、
野
麦
峠
を
越
え
て
工
女
た
ち
が
こ
の

里
を
往
来
し
、
体
を
休
め
て
行
き
ま
し
た
。
工
女

宿
も
あ
り
ま
し
た
が
、
街
道
沿
い
の
家
々
に
は
、

工
女
た
ち
が
一
息
つ
け
る

よ
う
に
と
簡
易
的
な
椅
子

が
と
り
つ
け
て
あ
り
、
そ

れ
が
大
変
あ
り
が
た
か
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
野
麦
街
道
は
「
鰤ぶ

り

街
道
」
と
も
言
わ
れ
、
師

走
と
も
な
れ
ば
松
本
平
に

「
年
取
魚
」
が
た
く
さ
ん
運
ば
れ
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
が
流
れ
た
こ
の
故
郷
は
、昔
か

ら
変
わ
ら
な
い
気
遣
い
と
お
も
て
な
し
を
守
り
な

が
ら
、気
取
ら
な
い
人
柄
や
、気
さ
く
な
方
言
を
話

す
人
々
も
大
き
な
魅
力
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
も
ほ
ん
の
り
温
か
い
素
朴
な
心
を
残
す
山
里

“
奈
川
”

　

ぜ
ひ
一
度
、
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

き
っ
と
、
忘
れ
て
い
た
何
か
を
思
い
出
し
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

　

 

な
が
わ
観
光
協
会

　

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

79

−

２
１
２
５

奈川のそば畑

とうじそば

Vol.23

ふ
る
さ
と
の
魅
力  

再
発
見
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消防は女性も輝ける仕事です平成29年春の火災予防運動実施

ガソリンの取扱い注意！

各市村別出火件数（平成28年）

消しましょう その火その時 その場所で
（平成28年度全国統一防火標語）

　３月１日から３月７日まで、全国一斉に春の火災予防運動が実施さ
れます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、防火意
識の普及啓発により、火災の発生防止を目的に行われます。
　例年、空気が乾燥する３月から４月にかけて火災発生件数が最も
多く推移しています。「たき火、火入れ（あぜ焼き）」等、屋外での火の
取扱いは十分に注意し、風の強い日は行わないようにしましょう。

　平成28年の松本広域連合関係市村の火災件数は120件で、松本広
域消防局発足以来、最も少ない発生件数でした。
　内訳は、建物火災64件、車両火災９件、その他の火災47件です。
　引き続き、火災予防にご協力をお願いします。

農業用機械で使用する混合ガソリンも危険です。
ガソリンの危険性を十分理解し、安全で適切な取扱いを行ってください。

平成28年の火災件数

　松本広域消防局では、現在４人の女性消防職員が活躍しています。
　消防の仕事は、災害現場での消火や救急活動から、住民の皆さんに直接指導をする救急講習、防火指導ま
で多彩であり、女性ならではの気遣いや優しさは、あらゆる場面で役立っています。

※男女問わず、消防の仕事に興味のある方、消防署見学はいつでも歓迎します。詳しくは、松本広域消防局
総務課又は最寄りの消防署までお問い合わせください。

住民の皆さんが安心して建物を利用するために
　　　重大な消防法令違反のある建物に関する情報を
　　　　　　松本広域消防局のホームページで公表する制度

松 本 市
塩 尻 市
安曇野市
麻 績 村
生 坂 村
山 形 村
朝 日 村
筑 北 村
計

区　　分 火災件数 建物火災 林野火災 車両火災 その他の
火災 死　　者 負 傷 者

69
17
26
2
2
2

－
2

120

39
8
13

－
1
2

－
1
64

－
－
－
－
－
－
－
－
－

5
3

－
－
－
－
－
1
9

25
6
13
2
1

－
－
－
47

6
1
2

－
－
－
－
－
9

7
－
3

－
－
－
－
3
13

○火災等の災害現場に迅速に
駆けつけ被害を最小限に食
い止める仕事です。

・消火活動
 消防隊、救助隊が連携し、消火活動
や人命救助を行います。
・防災訓練
 災害のない時は、地域住民に防災訓
練指導を行ったり、様々な災害を想定
した訓練を行っています。

警防業務
○傷病者に応急救命処置を行
いながら適切な医療機関へ
搬送する仕事です。

・救急活動（救急救命士とは）
　救急救命士は、医師の指示のもと、
気管挿管や静脈路確保などの高度な
救命処置を行うことができます。
・救急講習
　応急手当に関する啓発活動にも取
り組んでいます。松本広域消防局で
は、年間300回約１万人に救急講習を
行っています。

救急業務
○火災を未然に防ぐため検査
や指導を行う仕事です。

・審査業務
　建築前に図面を確認し、消防用設備
が適切に設置されているか審査します。
・立入検査
　消防用設備の点検や整備がされて
いるか、避難経路が確保されている
か等を検査します。
・防火指導
　建物や学校などで、災害時の指導
をします。

予防業務

あなたが所有又は管理する建物が次の事項に該当する場合には、事前に最寄りの消防署にご相談ください。
　○飲食店、物品販売店舗、福祉施設等が新たに入居する場合
　○増改築や用途変更を行う場合

建物関係者の方へ

違反対象物に係る公表制度
平成30年４月１日から始まります!

特定防火対象物
（不特定多数の者が出入する建物）
・飲食店
・物品販売店舗
・旅館、ホテル
・病院、社会福祉施設
・複合用途ビル など

● 公表の対象となる建物
消防法の規定に基づき必要とな
る次の設備が設置されていない
もの
・屋内消火栓設備
・スプリンクラー設備
・自動火災報知設備

● 公表の対象となる違反
公表の対象となる違反が是正さ
れるまで、違反対象物の名称、
所在地及び違反内容を松本広域
消防局のホームページに掲載

● 公表の内容・方法

●名称　　　○○ビル
●所在地　　○市○町○丁目○番○号
●違反内容　自動火災報知設備未設置
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いるか、避難経路が確保されている
か等を検査します。
・防火指導
　建物や学校などで、災害時の指導
をします。

予防業務

あなたが所有又は管理する建物が次の事項に該当する場合には、事前に最寄りの消防署にご相談ください。
　○飲食店、物品販売店舗、福祉施設等が新たに入居する場合
　○増改築や用途変更を行う場合

建物関係者の方へ

違反対象物に係る公表制度
平成30年４月１日から始まります!

特定防火対象物
（不特定多数の者が出入する建物）
・飲食店
・物品販売店舗
・旅館、ホテル
・病院、社会福祉施設
・複合用途ビル など

● 公表の対象となる建物
消防法の規定に基づき必要とな
る次の設備が設置されていない
もの
・屋内消火栓設備
・スプリンクラー設備
・自動火災報知設備

● 公表の対象となる違反
公表の対象となる違反が是正さ
れるまで、違反対象物の名称、
所在地及び違反内容を松本広域
消防局のホームページに掲載

● 公表の内容・方法

●名称　　　○○ビル
●所在地　　○市○町○丁目○番○号
●違反内容　自動火災報知設備未設置
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平成28年 救急出動状況
　松本広域消防局管内における平成28年の救急出動
件数は17,388件で、前年に比べ217件（1.3%）増加し、
過去最多件数となっています。
　また、事故種別では急病が11,163件と最も多く、全体
の64%を占めています。

【平成28年中の事故種別の割合】

消防用車両の更新
　平成28年度国庫補助事業で高規格救急車１台、単
独事業で指揮広報車１台を更新しました。

急病
11,163件
64.1％

交通事故
1,426件
8.2％

一般負傷
2,589件
14.9％

転院搬送
1,602件
9.2％

その他
608件
3.6％

麻績消防署・高規格救急車

神林出張所・指揮広報車

平成28年の119番通報は、

22,942件でした。
その内、直接災害に関係のない通報が、

5,661件（約25％）ありました。

119番通報受付状況

119番は緊急通報専用です。
ご理解とご協力を
お願いします。

当番医、災害情報などの問い合わせは、
● 電話による問い合わせ先　　  0263-35-9111

松本広域消防局 検索● ホームページによる案内

■ その他
614件 2.7%

平成28年
22,942件

 災害以外
5,661件
24.7％

 救急
16,383件　71.4％

■ 救助
　166件 0.7%

■ 火災
　118件 0.5%
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